
2� 

５ 障がい者の人権

�ǞȔȋ�ƝƷにภƂǀೂवƀƟƁǄକൻ 

平成2�年Ჱ月2�ଐ、Ⴤ立のᨦܹ者支ੲ設「ʁʟやまゆりט」において、��Ӹの生ԡ

がڞわれるという、大ၘ٭ましいʙˑが発生しました。 

このʙˑは、ᨦがい者にݣする͞ᙸやࠀК的࣬考Ɣらࡽきឪこされたとˡえられ、ᨦがい

者やそのƝܼଈのみならƣ、ٶくの方々に、ᚕいようもないᘔએとɧܤをɨえました。 

このようなʙˑがʚ度とጮりᡉされないよう、ჄとჄᜭ会はともに生きる社会の実現を目

指し、「ともに生きる社会Ɣながわঙᇘ」をሊ定しています。 
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資料 

්ၼ๖ଡဴಈೄኬ֭ඏ॔ᆵ෮ුඞ፯ ׁ֧֪ภೂवבኬ౪֖֥ 

令和�年�0月2�ଐπࠋ 

� வ̊制定の経ዾ

平成2�年Ჱ月2�ଐに、Ⴤ立ᨦܹ者支ੲ設であるʁʟやまゆりטにおいて、��Ӹのいのちが

、ましいʙˑが発生しました。Ⴤは、このようなʙˑがʚ度とឪきないようၘ٭われるという大ڞ

Ⴤᜭ会と共ӷして「ともに生きる社会Ɣながわঙᇘ」を定め、ともに生きる社会の実現に向けた取

り組みを進めてきました。 

また、ᨦがい࢘ʙ者等とのݣᛅを重ね、ᨦがい者本人の意࣬を尊重するためには、本人の立場に

立たなくてはならないことにોめて気づきました。そして、࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍの推進が「と

もに生きる社会Ɣながわঙᇘ」の実現につながるものと確̮し、このவ̊を作りました（令和Ჯ年

４月Ძଐ行）。 

Წ ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ࢘

、とは、ᨦがい者に関係するすべての人が本人の気持ちになって考え「ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ࢘」

本人の望みと願いを大ʙにする。そして、ᨦがい者が自分の気持ちや考えで、必要なǵȝートを受

けながららせる社会をつくることです。 

３ வ̊のȝǤȳト

（�）目的（このவ̊を作った目的） 

・このவ̊には、「࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ」を進めるための大切な考え方、をいています。 

・神ډ߷Ⴤ、Ⴤൟ、ʙಅ者がすることを明らƔにして、「࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍ」を進めるため

に必要なことをいています。 

・このவ̊は、ᨦがい者がᨦがいを理由とするすべてのࠀКやᖋࢳをされƣにらすことができて、

ᛡもがうれしいと感じられる、ע؏共生社会にしていくことを目的にしています。 

（Წ）基本理念（࢘ʙ者目ዴのᨦがい福ᅍを進めるための大切な考え方） 

  Ĭ ̾人として尊重されること 

  ĭ ᨦがい者が自ࠁൿ定できること 

  Į ᨦがい者が、ࠎ望する場で、自分らしくらせること 

  į ᨦがい者のӧᏡ性を大切にすること 

  İ ᨦがい者Ʃけでなく、ԗりの人たちもշびを感じられること 

  ı 全てのჄൟでע؏共生社会を実現すること 

（３）意࣬ൿ定支ੲの推進（意࣬ൿ定支ੲに取り組むこと） 

・「意࣬ൿ定支ੲ」とは、ᨦがい者の気持ちや考えを大ʙにして、生活をしたり、ٳへЈƔけたり、

いたりすることを自分でൿめられるようにԗりの人がǵȝートすることです。 

ここでは、神ډ߷Ⴤ࢘ʙ者目ዴのᨦܹ福ᅍ推進வ̊について、「わƔりやすい༿」のᚕᓶをșーǹ

に、児童・生徒にもˡえられるように記᠍しています。வ̊のᛇኬについては、次ȚーǸのʚ次ΨȐ

ーǳーȉよりƝ確認くƩさい。

24



2� 

・「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」は、「意࣬ൿ定支ੲ」をするようにѐ力しなければいけません。 

・神ډ߷Ⴤは、「意࣬ൿ定支ੲ」を進めるためのऴإをˡえます。どこに相ᛩすればよいのƔ、ど

んなǵȝートをしてもらえるƔなど、ǢȉȐǤǹするˁ組みをつくります。 

・神ډ߷Ⴤは、「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」に「意࣬ൿ定支ੲ」のᄂ̲を行います。 

（４）ᨦがい者の権利擁護（ᨦがい者の権利をܣること） 

・ᨦがい者に関わる人は、ᨦがい者がᨦܹ者支ੲ設やȘȫȑーやȇǤǵーȓǹなどの福ᅍǵーȓ

ǹを利ဇするときには、本人の気持ちを大ʙにしなければいけません。 

・ᨦがい者に関わる人は、ᨦがい者が「意࣬ൿ定支ੲ」を望んƩときには、本人の気持ちを大ʙに

して、「意࣬ൿ定支ੲ」ができるようにѐ力しなければいけません。 

（Ჯ）ᨦがいを理由とするࠀК、ᖋࢳ等のᅠ止 

・すべての人は、ᨦがい者にݣして、ᨦがいを理由とするࠀК、ᖋࢳ、大切にしている考え方をͻ

つけることをしてはいけません。 

（Ჰ）社会的ᨦُのᨊӊ（ᨦがい者の生活しづらいことやったことをなくすこと） 

・ᨦがい者Ɣら、生活しづらいことやったことがあるとᚕわれなくても、神ډ߷Ⴤやʙಅ者は

ਃが大きすƗないときには、合理的なᣐॾをするѐ力をします。 

（Ჱ）ᖋࢳ等の᧸止（ᖋࢳがឪきないようにすること） 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳがឪきないように

するために、「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」にᄂ̲を行います。 

・「ᨦܹ福ᅍǵーȓǹ੩̓ʙಅ者」は、ᨦがい者へのᖋࢳがឪきないようにするために、いてい

る人にᄂ̲などをするѐ力をしなければいけません。 

（Ჲ）ᖋࢳのଔ発ᙸ等（ᖋࢳをଔくᙸつけること） 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳをᙸつけたらすƙ

にᡲዂすることや、ᡲዂの方法を、Ⴤൟなどにお知らせします。 

・神ډ߷Ⴤは、ࠊထやᨦがい者に関係するׇ体とң力して、ᨦがい者へのᖋࢳをଔくᙸつけて、

ଔくݣ応するためのˁ組みをつくります。 

（Ჳ）生෨にわたるᨦがい者への支ੲ体制の整備（ᨦがい者の生෨のǵȝートのˁ組みをつくること） 

  ・神ډ߷Ⴤは、ᨦがい者が、必要なǵȝートを生෨ᡦ切れることなく受けることができるˁ組みを

つくるѐ力をします。 
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